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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
容器本体と、前記容器本体内の上部で上向きに液体を噴出させる液体供給管と、前記容器
本体の下部から液体を排出する液体排出管と、前記容器本体の内壁に設置された複数段の
整流板と、前記容器本体内へと置換ガスを供給する置換ガス供給管と、前記容器本体から
気体を排出する気体排出管とを備え、前記容器本体内を大気圧以上に維持しつつ、前記液
体供給管から噴出された液体を前記整流板に沿って流下させて前記容器本体内にカーテン
状の液体膜を形成することにより、液体中に溶存している気体を前記置換ガスと置換する
装置であって、さらに、以下の構成をも備えていることを特徴とする気体置換装置。
（１）前記複数段の整流板の内のいずれかの裏面下側に吸い込み口を臨ませる様に、前記
気体排出管を設置したこと。
【請求項２】
さらに、以下の構成をも備えていることを特徴とする請求項１に記載の気体置換装置。
（２）前記気体排出管は、最上段の整流板の裏面直下に吸い込み口を臨ませる様に設置さ
れていること。
【請求項３】
さらに、以下の構成をも備えていることを特徴とする請求項１又は２に記載の気体置換装
置。
（３）前記液体供給管の吐出ノズルの上方に所定距離を離して遮蔽部材を設置すると共に
、当該遮蔽部材の上面側に置換ガス供給管の吐出口を臨ませ、前記遮蔽部材の周縁から前



(2) JP 6326153 B2 2018.5.16

10

20

30

40

50

記置換ガスを前記容器本体内へと流入させる様に、前記置換ガス供給管を設置したこと。
【請求項４】
さらに、以下の構成をも備えていることを特徴とする請求項３に記載の気体置換装置。
（４）前記遮蔽部材は、上に凸の湾曲面を有する湾曲板によって構成され、前記置換ガス
供給管は、当該湾曲板の中心に向かって前記吐出口を臨ませる様に設置されていること。
【請求項５】
さらに、以下の構成をも備えていることを特徴とする請求項３又は４に記載の気体置換装
置。
（５）前記置換ガス供給管は、前記容器本体の上部中心から容器本体内へと挿入されてい
ること。
【請求項６】
さらに、以下の構成をも備えていることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の気
体置換装置。
（６）前記気体排出管は、前記吸い込み口を裏面下側に臨ませた整流板の取付位置の下方
側壁を貫通する様に、前記容器本体内へと挿入されていること。
【請求項７】
さらに、以下の構成をも備えていることを特徴とする請求項１又は２に記載の気体置換装
置。
（７）前記複数段の整流板の内の、少なくとも最上段の整流板に、前記気体排出管を挿通
させる排気管挿通孔を形成すると共に、前記気体排出管を、当該排気管挿通孔の形成され
た整流板の裏面側に吸い込み口を臨ませる様に設置したこと。
【請求項８】
さらに、以下の構成をも備えていることを特徴とする請求項７に記載の水質調整装置。
（８）前記最上段の整流板から、前記気体排出管の吸い込み口を裏面側に臨ませた整流板
よりも下側の整流板まで、前記置換ガス供給管を挿通させる置換ガス供給管挿通孔を形成
し、前記置換ガス供給管の吐出口を、前記気体排出管の吸い込み口を裏面側に臨ませた整
流板よりも下側の整流板の裏面側に臨ませる様に設置したこと。
【請求項９】
さらに、以下の構成をも備えていることを特徴とする請求項８に記載の水質調整装置。
（９）前記置換ガス供給管挿通孔は、最上段の整流板から最下段の整流板まで前記置換ガ
ス供給管を挿通可能な様に形成され、前記置換ガス供給管は、最下段の整流板の裏面側に
吐出口を臨ませる様に設置されていること。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体中に溶存している気体を他の種類の気体に置換するための装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　出願人は、これまで、河川や湖沼等から汲み上げた水を密閉容器内に供給し、当該容器
内を大気圧以上に加圧した状態を維持しつつ酸素を密閉容器内に供給して、水中の窒素や
二酸化炭素と酸素を置換した後、河川や湖沼等に戻すことにより、水質を浄化するための
装置を提案してきた（特許文献１～３）。
【０００３】
　これら特許文献１～３に記載の装置は、河川等から汲み上げた水を噴水の様に容器内の
上部で上向きに噴出させ、落下する水流を容器内壁や水供給管の外面に設置した整流板で
整流することによって容器内に流下するカーテン状の水膜を形成し、気体の置換効率を高
める構造を採用している。
【０００４】
　これら特許文献１～３に記載の装置では、水中の気体が置換されて容器内に出てくるた
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め、次第に容器内の酸素濃度が低下することから、所定のタイミングにおいて、上部の排
気管を開放して容器内の気体を排気する制御を実行している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＷＯ２００５／０７７５０３
【特許文献２】特開２００８－８６８９６
【特許文献３】特開２０１３－２７８１４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、湖沼等からポンプで吸い上げた水には、汚泥や藻類の切れ端などの浮遊物が
混ざっており、これが最上段の整流板の上に堆積して土手となり、整流板の上に水たまり
を形成する場合があった。特許文献３の装置では、上側の二つの整流板を中心に向かって
下り傾斜として、浮遊物が下り傾斜の上面に沿って落下し、整流板の上に堆積しない様に
しているが、それでも水たまりが形成される可能性があった。
【０００７】
　このため、従来の装置では、こうした水たまりに排気管が浸かった状態となって的確な
排気が実施できなくなるおそれがあった。
【０００８】
　また、特許文献１～３に記載の装置では、置換ガスを液面近くに排出する構成を採用し
ており、液面の上昇によって排出口が液中に没して気体の置換能力が十分に発揮されなく
なるおそれもあった。
【０００９】
　そこで、本発明は、容器本体からの排気を確実に実行することのできる気体置換装置を
提供することを目的とし、液位の変化等があっても容器本体への吸気を確実に実行するこ
とのできる気体置換装置を提供することをさらなる目的としてなされた。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するためになされた本発明の気体置換装置は、容器本体と、前記容器本
体内の上部で上向きに液体を噴出させる液体供給管と、前記容器本体の下部から液体を排
出する液体排出管と、前記容器本体の内壁に設置された複数段の整流板と、前記容器本体
内へと置換ガスを供給する置換ガス供給管と、前記容器本体から気体を排出する気体排出
管とを備え、前記容器本体内を大気圧以上に維持しつつ、前記液体供給管から噴出された
液体を前記整流板に沿って流下させて前記容器本体内にカーテン状の液体膜を形成するこ
とにより、液体中に溶存している気体を前記置換ガスと置換する装置であって、さらに、
以下の構成をも備えていることを特徴とする。
（１）前記複数段の整流板の内のいずれかの裏面の下側に吸い込み口を臨ませる様に、前
記気体排出管を設置したこと。
【００１１】
　ここで、本発明の気体置換装置は、さらに、以下の構成をも備えるとよい。
（２）前記気体排出管は、最上段の整流板の裏面直下に吸い込み口を臨ませる様に設置さ
れていること。
【００１２】
　本発明の気体置換装置によれば、容器本体から気体を抜くとき、整流板の上に液溜まり
が形成されたとしても、吸い込み口が浸かってしまうことがなく、スムーズに気体を排出
することができる。特に、（２）の構成をも採用することにより、容器本体内の気体を入
れ換える場合に、ほとんどの気体を抜くことができる。
【００１３】
　また、さらなる目的をも達成するためになされた本発明の気体置換装置は、さらに、以
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下の構成をも備えることを特徴とする。
（３）前記液体供給管の上部に所定距離を離して遮蔽部材を設置すると共に、当該遮蔽部
材の上面側に吐出口を臨ませ、前記遮蔽部材の周縁から前記置換ガスを前記容器本体内へ
と流入させる様に、前記置換ガス供給管を設置したこと。
【００１４】
　本発明の気体置換装置によれば、液体供給管から上向きに噴出される液体は、遮蔽部材
に遮られ、遮蔽部材の上面側に臨まされた置換ガス排出口からの置換ガスの排出を邪魔す
ることがない。また、置換ガス排出口は、液体供給管の上部に所定距離を離して設置され
た遮蔽部材の上面側に臨んでいるから、容器本体内の液位が上昇したとしても液中に没す
ることがない。よって、置換ガスは、容器本体内に所定の圧力を保った状態で導入され、
カーテン状の液体膜を挟む様にして液体中に溶存している気体との置換を的確に実行可能
な状態で容器本体内に充填される。
【００１５】
　ここで、遮蔽部材をも備えた気体置換装置は、さらに、以下の構成をも備えるとよい。
（４）前記遮蔽部材は、上に凸の湾曲面を有する湾曲板によって構成され、前記置換ガス
供給管は、当該湾曲板の中心に向かって前記吐出口を臨ませる様に設置されていること。
【００１６】
　この場合、さらに、以下の構成をも備えるとよい。
（５）前記置換ガス供給管は、前記容器本体の上部中心から容器本体内へと挿入されてい
ること。
【００１７】
　遮蔽部材に関して（４），（５）の構成を採用した気体置換装置によれば、置換ガスは
、遮蔽部材の上側の湾曲面に沿って全方向へ広がる様に容器本体内に充填される。これに
より、置換ガスが容器本体内に隅々まで行き渡る様に供給される。
【００１８】
　また、これら本発明の気体置換装置は、さらに、以下の構成をも備えるとよい。
（６）前記気体排出管は、前記吸い込み口を裏面下側に臨ませた整流板の取付位置の下方
側壁を貫通する様に、前記容器本体内へと挿入されていること。
【００１９】
　（６）の構成をも備えることにより、遮蔽部材を備えた場合にも遮蔽部材と干渉するこ
となく気体排出管を設置することができる。
【００２０】
　また、本発明の気体置換装置は、以下の構成を備える様にすることもできる。
（７）前記複数段の整流板の内の、少なくとも最上段の整流板に、前記気体排出管を挿通
させる排気管挿通孔を形成すると共に、前記気体排出管を、当該排気管挿通孔の形成され
た整流板の裏面側に吸い込み口を臨ませる様に設置したこと。
【００２１】
　かかる構成を採用した気体置換装置においても、容器本体から気体を抜くとき、気体排
出管が整流板の上に形成された水たまりに吸い込み口が浸かってしまうことがなく、スム
ーズに気体を排出することができる。
【００２２】
　この（７）の構成を採用した気体置換装置は、以下の構成を備えるとよい。
（８）前記最上段の整流板から、前記気体排出管の吸い込み口を裏面側に臨ませた整流板
よりも下側の整流板まで、前記置換ガス供給管を挿通させる置換ガス供給管挿通孔を形成
し、前記置換ガス供給管の吐出口を、前記気体排出管の吸い込み口を裏面側に臨ませた整
流板よりも下側の整流板の裏面側に臨ませる様に設置したこと。
【００２３】
　かかる構成をも備えることにより、置換ガス供給管も整流板の上に形成された水たまり
に吐出口が浸かってしまうことがない。
【００２４】
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　これら（７）の構成を採用した気体置換装置は、さらに、以下の構成をも備えるとよい
。
（９）前記置換ガス供給管挿通孔は、最上段の整流板から最下段の整流板まで前記置換ガ
ス供給管を挿通可能な様に形成され、前記置換ガス供給管は、最下段の整流板の裏面側に
吐出口を臨ませる様に設置されていること。
【００２５】
　かかる構成をも備えることにより、気体を最下段の整流板の裏面側に供給することがで
きるから、容器本体内の水面近くの置換ガスの濃度を高めることができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、気体置換装置において、容器本体からの排気を確実に実行することが
できる。また、液位の変化等があっても容器本体への吸気を確実に実行することもできる
。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】実施例１の気体置換装置を示し、（Ａ）は平面図、（Ｂ）は整流板の斜視図を添
えたａ－ａ断面図である。
【図２】実施例１の気体置換装置を示し、（Ａ）はａ－ａ断面図、（Ｂ）はｂ－ｂ断面図
である。
【図３】実施例１の気体置換装置を示し、（Ａ）は置換ガス供給中のａ－ａ断面図、（Ｂ
）は気体排出中のａ－ａ断面図である。
【図４】実施例２の気体置換装置を示し、（Ａ）は作動初期状態のａ－ａ断面図、（Ｂ）
は置換ガス供給中のａ－ａ断面図、（Ｃ）は気体排出中のａ－ａ断面図である。
【図５】実施例３の気体置換装置を示し、（Ａ）は整流板の斜視図を添えたａ－ａ断面図
、（Ｂ）は置換ガス供給中のａ－ａ断面図である。
【図６】実施例４の気体置換装置を示し、（Ａ）は平面図、（Ｂ）は整流板の斜視図を添
えたａ－ａ断面図である。
【図７】実施例４の気体置換装置を示し、（Ａ）はａ－ａ断面図、（Ｂ）はｂ－ｂ断面図
である。
【図８】実施例４の気体置換装置を示し、（Ａ）は置換ガス供給中のａ－ａ断面図、（Ｂ
）は液体供給管を一部取り除いて示す置換ガス供給中のａ－ａ断面図、（Ｃ）は気体排出
中のａ－ａ断面図である。
【図９】実施例５の気体置換装置を示し、（Ａ）はａ－ａ断面図、（Ｂ）はｂ－ｂ断面図
である。
【図１０】実施例６の気体置換装置を示し、（Ａ）はａ－ａ断面図、（Ｂ）はｂ－ｂ断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明を実施するための形態を、図面に示す具体的な実施例に基づいて説明する
。
【実施例１】
【００２９】
　実施例１の気体置換装置１は、図１に示す様に、容器本体２と、この容器本体２の天井
部の中央から挿入され容器内に気体を供給する置換ガス供給管３と、同じく天井部の縁近
くから挿入され容器内の気体を排出する気体排出管４と、高さ方向の中程の側壁部から容
器内に液体を供給する液体供給管５と、底部から容器内の液体を排出する液体排出管６と
を備えている。
【００３０】
　液体供給管５は、容器内の中心部まで水平に伸びた後、垂直上方に伸ばされ、容器の上
部に向かって液体を吐出する様に、容器内で上方に屈曲され、先端に吐出ノズル５ａを備



(6) JP 6326153 B2 2018.5.16

10

20

30

40

50

えている。
【００３１】
　この液体供給管５の上部には所定距離を離して遮蔽部材７が設置されている。なお、遮
蔽部材７は、容器本体２の天井から垂直部材で吊り下げる方式、容器本体２の側壁から水
平部材で支える方式、液体供給管５の上端から支柱で支持する方式など、適宜の方式で設
置すればよい。遮蔽部材７は、図示の様に、上に凸の湾曲面を有する湾曲板によって構成
され、置換ガス供給管３は、当該湾曲板の中心に向かって吐出口３ａを臨ませる様に設置
されている。この結果、置換ガス供給管３の吐出口３ａから吐出される置換ガスは、遮蔽
部材７の上面に吐出され、遮蔽部材７の周縁から容器本体２の内部へと流入されることと
なる。
【００３２】
　液体供給管５の吐出ノズル５ａは、図示の様に、先端に向かって径が小さくなる様に絞
られたテーパ形状となっていて、吐出圧を高める構造となっている。なお、液体供給管５
はポンプに接続されている。このポンプは、吐出圧０．１Ｍｐａで、吐出量については本
装置の使用目的等に応じて３５Ｌ／ｍｉｎ～５ｔｏｎ／ｍｉｎの能力を有するものを使用
する様にしている。また、置換ガス供給管３は０．２Ｍｐａで容器本体内へと気体を送り
込む様に供給圧を調整する供給圧調整機構を備えている。この結果、本実施例においては
、気体圧は液体圧よりも０．１Ｍｐａ高い状態で容器内に進入し、容器内の液面を押し下
げることとなる。
【００３３】
　上述の様に、液体供給管５の吐出口５ａの上方には遮蔽部材７が存在しているから、ポ
ンプで噴出された液体が置換ガス供給管３へと侵入することはない。
【００３４】
　容器本体２の内壁には、リング状の整流板１１，１２，１３が取り付けられている。最
上段の整流板１１は、液体供給管５の吐出ノズル先端とほぼ同じ高さに取り付けられ、斜
め下方向に傾斜した傾斜リングで構成されている。２段目，３段目の整流板１２，１３も
、一番上の整流板１１と同じく傾斜リングで構成されている。整流板１１～１３の上面は
下り傾斜となっているので、湖沼等からポンプで吸い上げた水に混ざっている藻の切れ端
などの浮遊物が斜面に沿って落下し、整流板１１～１３の上に堆積しない。
【００３５】
　液体供給管５の垂直部分には、整流板１１と整流板１２の間、及び整流板１２と整流板
１３の間に先端を入り込ませる様に、それぞれ羽根突き整流板１４，１５が取り付けられ
ている。２枚の羽根付き整流板１４，１５の羽根の傾斜方向は、互いに反対向きになる様
に構成されている。羽根突き整流板１４，１５の各羽根は、根元から先端に近づくに従っ
て傾斜角度が大きくなる様にひねりが加えられていて、船のスクリューの様に形成されて
いる。この結果、羽根と羽根の水平方向及び垂直方向の隙間は、根元から先端に向かって
次第に広くなっている。こうした構造的な特徴により、液体中の浮遊物は羽根の根元側に
留まることなく羽根の先端側へと誘導されて液体と共に落下し、羽根の上には堆積したま
まにならない様になっている。なお、３段目のリング状整流板１３よりも下方に、周囲が
ギザギザに形成された小径整流板１６も備えられている。
【００３６】
　気体排気管４は、最上段の整流板１１の裏面直下に吸い込み口４ａを臨ませる様に、整
流板１１の上方で一旦容器本体２の外側へと取り出された後、当該整流板１１の取付位置
よりも下方で容器本体２の側壁を貫通する様に再び容器本体２の内部へと水平に挿入され
ている。
【００３７】
　気体置換装置１においては、整流板１１～１５の作用により、図３（Ａ）に示す様に、
液体供給管５の吐出ノズル５ａから吐出された液体は、各整流板の上面に沿って流れると
共にそれぞれの縁から垂直に落下し、カーテン状の水幕を形成しながら容器本体２の底へ
と落ちていく。このカーテン状の水幕が形成される結果、容器内ではカーテン状の水膜が
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、液体よりも０．０５～０．１Ｍｐａだけ圧力が高い状態の置換ガスに両面から挟まれた
状態で広い面積にて接触し合って落下する状態が実現される。これにより、圧力の高い置
換ガスが水の分子間の隙間に入り込み、逆に水の分子間の隙間に入り込んでいた気体が追
い出されて気体の置換が行われる。
【００３８】
　このとき、置換ガス供給管３は、遮蔽部材７によって区画された容器本体上部空間から
置換ガスを吹き出し、遮蔽部材７の縁を回り込む様にして容器本体２の内部へと置換ガス
を供給する。このとき、気体排気管４は閉状態とされている。また、液面高さは、フロー
トスイッチ２０のフロート２１の上下動の範囲内に維持される様に、置換ガス供給量をコ
ントロールする。
【００３９】
　気体の置換が進んで容器本体２内の置換ガス濃度が低下して液面が上昇したら、図３（
Ｂ）に示す様に、置換ガス供給管３を閉じ、気体排出管４を開くことにより、容器本体２
の内部の気体を排出する。このとき、気体排出管４の吸い込み口４ａは、最上段の整流板
１１の裏面直下に臨んでいるから、液体供給管５から液体を吐出していても排気をスムー
ズに実行することができる。
【実施例２】
【００４０】
　実施例２の気体置換装置１Ｂは、図３（Ａ）に示す様に、吸い込み口４ａを最上段の整
流板１１の裏面直下に臨ませた気体排気管４は容器本体２の側壁に設け、これとは別に、
手動で開閉させる手動式気体排気管４ｈを様基本対２の上部に設けた以外は、実施例１と
同様である。この実施例２の気体置換装置１Ｂによれば、最初は、図示（Ａ）の様に、手
動式気体排気管４ｈを開放状態として容器本体２内の気体を排出させつつ液体を供給し、
運転開始液位まで液体を注入できたら、図示（Ｂ）に示す様に、手動式気体排気管４ｈを
閉じると共に、置換ガス供給管３を開放して置換ガスを吹き出して置換を開始し、その後
は、（Ｂ），（Ｃ）の状態を繰り返し実行することにより、実施例１と同様の作用・効果
を発揮する。
【実施例３】
【００４１】
　実施例３の気体置換装置１Ｃは、図５（Ａ）に示す様に、実施例１の羽根付き整流板１
４，１５に代えて、円板１４Ｂ，１５Ｂを採用したものである。図５（Ｂ）に示す様に、
羽根による螺旋状の水膜は形成されなくても、多段の滝状の水膜が形成され、実施例１と
同様に、気体の置換を良好に実施することができると共に、気体排出管４の吸い込み口４
ａが水溜まりに没するといった問題や、置換ガス供給管３の吐出口３ａに水が侵入すると
いった問題がない点は、実施例１と同様に発揮される。
【実施例４】
【００４２】
　実施例４の気体置換装置１Ｄは、図６（Ａ），（Ｂ）に示す様に、実施例１と同様に、
容器本体２と、この容器本体２の天井部から容器内に気体を供給する置換ガス供給管３と
、同じく天井部から容器内の気体を排出する気体排出管４と、高さ方向の中程の側壁部か
ら容器内に液体を供給する液体供給管５と、底部から容器内の液体を排出する液体排出管
６とを備えている。また、実施例１と同様に、容器本体２の内壁には、リング状の整流板
１１，１２，１３が取り付けられると共に、液体供給管５の垂直部分には、整流板１１と
整流板１２の間、及び整流板１２と整流板１３の間に先端を入り込ませる様に、それぞれ
羽根突き整流板１４，１５が取り付けられている。
【００４３】
　実施例１とは異なる点として、最上段の整流板１１には、気体排出管４を挿通させる排
気管挿通孔１１ａと、置換ガス供給管３を挿通させる置換ガス供給管挿通孔１１ｂとが形
成されている。また、２段目，３段目の整流板１２，１３には、置換ガス供給管３を挿通
させる置換ガス供給管挿通孔２ｂ，１３ｂのみが形成されている。
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　そして、気体排気管４は、図７（Ａ），（Ｂ）に示す様に、排気管挿通孔１１ａに挿通
され、最上段の整流板１１の裏面直下に吸い込み口４ａを臨ませる様に設置される。置換
ガス供給管３は、図７（Ａ），（Ｂ）に示す様に、置換ガス供給管挿通孔１１ｂ～１３ｂ
に挿通され、最下段（３段目）の整流板１３の裏面直下に吐出口３ａを臨ませる様に設置
される。
【００４５】
　実施例４の気体置換装置においても、図８（Ａ），（Ｂ）に示す様に、液体供給管５の
吐出ノズル５ａから吐出された液体は、各整流板の上面に沿って流れると共にそれぞれの
縁から垂直に落下し、カーテン状の水幕を形成しながら容器本体２の底へと落ちていく。
このカーテン状の水幕が形成される結果、容器内ではカーテン状の水膜が、液体よりも０
．０５～０．１Ｍｐａだけ圧力が高い状態の置換ガスに両面から挟まれた状態で広い面積
にて接触し合って落下する状態が実現される。これにより、圧力の高い置換ガスが水の分
子間の隙間に入り込み、逆に水の分子間の隙間に入り込んでいた気体が追い出されて気体
の置換が行われる。
【００４６】
　また、置換が進んで容器本体２内の置換ガス濃度が低下して液面が上昇したら、図８（
Ｃ）に示す様に、置換ガス供給管３を閉じ、気体排出管４を開くことにより、容器本体２
の内部の気体を排出する。このとき、気体排出管４の吸い込み口４ａは、最上段の整流板
１１の裏面直下に臨んでいるから、液体供給管５から液体を吐出していても排気をスムー
ズに実行することができる。
【実施例５】
【００４７】
　実施例５の気体置換装置１Ｅは、図９に示す様に、実施例４とほぼ同様であるが、３段
目のリング状の整流板１３には置換ガス供給管挿通孔がなく、置換ガス供給管３は、２段
目の整流板１２の裏面直下に吐出口３ａを臨ませる様に設置される。
【実施例６】
【００４８】
　実施例６の気体置換装置１Ｆは、図１０に示す様に、実施例４とほぼ同様であるが、２
段目のリング状の整流板１２にも排気管挿通孔１２ａが備えられ、気体排出管４は、２段
目の整流板１２の裏面直下に吸い込み口４ａを臨ませる様に設置される。
【００４９】
　以上、発明を実施するための実施例について説明したが、本発明は、これに限定される
ものではなく、その要旨を逸脱しない範囲内における種々の変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　湖沼・河川等の水の浄化、魚介類の養殖池の水質管理、藻類培養タンクの水質管理、工
場における洗浄液の浄化、オゾン溶解液やその他の気体溶解液の製造などに利用すること
ができる。
【符号の説明】
【００５１】
　１，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ，１Ｅ，１Ｆ・・・気体置換装置、２・・・容器本体、３・・・
置換ガス供給管、３ａ・・・吐出口、４・・・気体排出管、４ａ・・・吸い込み口、４ｈ
・・・手動式気体排出管、５・・・液体供給管、５ａ・・・吐出ノズル、６・・・液体排
出管、７・・・遮蔽部材、１１，１２，１３・・・リング状の整流板、１１ａ，１２ａ・
・・排気管挿通孔、１１ｂ，１２ｂ，１３ｂ・・・置換ガス供給管挿通孔、１４，１５・
・・羽根付き整流板、１４Ｂ，１５Ｂ・・・円板、１６・・・小径整流板、２０・・・フ
ロートスイッチ。
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